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　不登校児童対応研修やアセスの分
析等を通して多面的な児童理解を図
り、児童のがんばろうとする心をほ
めて認めていくことを通して、自己
肯定感や自己有用感を高めていきた
い。
　不登校傾向の児童を含む全ての児
童にとって、安心できる居場所、魅
力的な場所であり続けることができ
るよう、異学年交流や委員会活動等
に力を入れ、他者と協働しながら自
分らしさを発揮することを通して、
一人一人が輝ける場を保障してい
く。
　教室が１番の居場所となるために
は授業の質を高めていく必要があ
る。生徒指導的な視点から授業づく
りを考え、全員参加を保障できるよ
う取組を進めていく。
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A

　児童アンケート「高学年：当番や係活動、委員会活動、朝ボラ、異学年交流な
ど、学校のために進んで活動することができた」「低学年：当番や係活動、朝ボ
ラなど、みんなのために進んで活動することができた」の項目において、目標値
85％に対して92.9％であった。今年度は、集団の一員として、よりよい生活や
人間関係を築こうとする態度を育成する取組として、様々な活動の中で、異学年
交流を行った。様々な学年と関わりをもつことで、自己肯定感や自己有用感を高
めることに繋がったと考えられる。
　児童アンケート「自分にはよいところがある」の項目において、目標値85％に
対して95.3％であった。学習場面や生活場面など、学校生活の様々な場面で、教
職員が児童一人一人に目を向け、頑張りを認める声かけをしたり、「高須小学校
すてきはっけん！」で、児童の頑張りを紹介する取組を続けていった結果だと考
えられる。
　一方、不登校傾向の児童が一定数いるなど、課題も多い。学校での居場所づく
りなど、心理的安全性の高い集団づくりを視点に、取組を進めていきたい。
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○健康的な日
常生活を送
り、運動に親
しむことので
きる児童の育
成

○集団の一員
としてよりよ
い生活や人間
関係を築こう
とする自主
的、実践的な
態度の育成

〇異学年交流の実施

〇児童会執行部や各
委員会、当番や係活
動を中心とした児童
主体の活動の計画及
び実施

○児童の良いとこ
ろ・良い行動への肯
定的な評価

○児童アンケート
「高学年：当番や係活動、委員
会活動、朝ボラ、異学年交流な
ど、学校のために進んで活動す
ることができた」
「低学年：当番や係活動、朝ボ
ラなど、みんなのために進んで
活動することができた」
（肯定的回答の割合）

○児童アンケート「自分にはよ
いところがある」（肯定的回答
の割合）

85％

85％

   アンケートに対して高学年、低学年とも目標値を
大幅に超えていることについて、児童が集団の一員
としてよりよい生活や人間関係を築こうとしている
ことが感じとれました。また、「自分にはよいとこ
ろがある」点についても自分をみつめ、大切に思っ
ている児童が多いと思いました。それは教職員の皆
様が児童一人一人に目を向けた活動を行うことで、
児童が自己肯定感や自己有用感を高めているのだと
思いました。不登校傾向の児童が一定数いるため、
少しでも登校でき、学校で居場所がつくれるよう引
き続きよろしくお願いいたします。
  異学年交流や様々な活動を通じて　子ども達の自己
肯定感が高まっていることはすばらしいと思いまし
た。特に、学校のために進んで活動することができ
たと子ども達が思えることもすごいことだと思いま
した。全国的にも不登校の児童の増加が課題だとよ
く耳にしますが、これからも子どもが安心できる環
境作りを進めてもらえたらと思います。
  異学年交流を通じての活動は自分の生活に良い結果
をもたらすと思います。高学年は下の学年の見本と
なり、責任感を持ち、優しさを持ちます。下の学年
はあこがれをもち、上の学年を頼れるので安心感を
もちます。当番や係の活動を通じて基本的な生活力
がつくと思います。
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92.9%
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   この度、小学校を評価する機会をいただきありが
とうございます。学力について目標値を達成できて
いることは、児童への基礎学力の定着を昨年度から
の教職員に皆様の継続によるものと思います。基礎
的、基本的な学力が定着することで児童一人一人
が、勉強が楽しいと感じ、そこからさらに興味を深
めていくことで定着が深まるのかなと思いました。
引き続き「思考・判断・表現」の力を伸ばしていた
だけるようよろしくお願いいたします。
  しっかりと成果が出ているというのは素晴らしいと
思いました。苦手な分野や定着率の低い部分につい
ても改善に向けて工夫されていることがよく分かり
ました。
  繰り返し学習の大切さがよく分かります。文章問題
が課題と思えるので、時間をかけて取り組んでほし
いです。自分の考えを言える力をつけてほしいで
す。（自己肯定感を高める）

A

○生活リズムを整え
るための、保健指導
と日常的学級指導の
実施

○「できる」「わか
る」体育の授業の実
現

イ ロ ハ

89.4%

92.8%

85%

85%
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　児童アンケート「『家庭での決め事』の中で決めた、ゲームやスマホなどの使
用時間を守ることができた」の項目において、目標値85％に対して、89.4％で
あった。睡眠やメディアとの付き合い方に関する指導を、5月は、運動会に向け
て、児童が自身のパフォーマンスを上げることができるように、ゲームやスマホ
などの適切な使用時間や睡眠の大切さについて、６月は、水泳の学習が始まった
ことや暑くなってくることから、万全な体調で１日安全に過ごすことができるよ
うに、「Netモラル」を活用して行った結果だと考えられる。
　児童アンケート「体育の授業で、できるようになったことや分かるようになっ
たことがあった」の項目においては、目標値85％に対して、92.8％であった。
１学期は、運動会や水泳など、「できた」が分かりやすい運動が多かったこと
と、指導者がポイントを明確に示しながら取り組んだことが、目標値の達成に繋
がっているのではないかと考えられる。
　しかし、「『家庭での決め事』が守れていない。」「できるようになったこと
や分かるようになったことはない。」と回答する児童が固定化されてきていると
いう課題から、２学期は保健指導を通して、ゲームやスマホを長時間使うことで
起こる身体への影響を児童に伝えていきたい。また、体育科の学習では、児童同
士が「分かったこと」や「できたこと」を伝え合う機会を設けたり、児童が
「やってみたい」と思える場づくりを行ったりしていきたい。そして、健康的な
日常生活を送り、運動に親しむことのできる児童を育成していきたい。

○学校全体で
ベクトルを揃
えた学校運営
の実現

〇主任・主事を中心
とした組織としての
目標設定及び方策の
進捗管理の実施

○児童アンケート「『家庭での
決め事』の中で決めた、ゲーム
やスマホなどの使用時間を守る
ことができた」（肯定的回答の
割合）

○児童アンケート「体育の授業
で、できるようになったことや
分かるようになったことがあっ
た」（肯定的回答の割合）

○教職員アンケート「学年会で
意識統一したことを徹底してい
る」（肯定的回答の割合）
（チェック項目３／４以上）

105.2

109.2

  授業の中で操作を通して学ぶこと、
一人ひとりが解き方を表現すること
を通して、基本的な知識・技能の定
着を図っていく。
「知識・技能」は、繰り返し学習す
ることで定着率を上げることができ
るので、モジュールの時間の内容を
見直していきたい。また、本校で研
究を進めている「アイテム」の基に
なり、「思考・判断・表現」の土台
となるものなので、確実に定着する
ようにしていきたい。

　ゲームやスマホを長時間使うこと
による体への影響を伝えることや、
SNS等のトラブル巻き込まれないよ
うに正しく付き合っていくことに関
する指導は、継続して行っていくこ
とが必要だと考えられる。学級指導
や、保健指導を通して、児童に伝え
続けていく。また、学級懇談会や便
りを通して保護者への周知をし、学
校と家庭が連携して取組を進めてい
く。
　体育等を通して、児童が様々な運
動遊びを知る機会を設け、児童が日
常的に運動に親しむことができるよ
うにしていく。また、児童は「でき
た」と思った時に楽しさを感じると
考えられるため、「スモールステッ
プと声かけ」をキーワードに、でき
たと感じられるような場づくりや
ルールの設定に取り組む。

　学校教育目標の実現に向けた様々
な取組の評価を、子供たちの姿を通
してできるように、「一日一回プチ
学年会」の中で、子供たちの様子に
ついてしっかり「報告・連絡・相
談・確認」を行っていく。
　四部会や学年会で進める取組につ
いて、全教職員がベクトルを揃えて
取り組むことができるように、その
意味や目的、目ざす子供像を明確に
して進めていく。
　全教職員が、「授業力・教師力・
人間力」を、さらに向上させること
ができるように、授業づくり研修を
引き続き行っていく。

  昨今、SNSから犯罪などに巻き込まれてしまう
ケースがあることを耳にします。大人（自分も含
めてですが）だけでなく子どもも依存とまではい
かないと思うのですが、ゲームやスマホを長時間
使うことが多いと思います。長時間使用すること
で起こる身体への影響があることを学校・家庭か
ら児童へ、伝えていけるよう協力していきたいと
思いました。また、体育、クラブ活動やPTA活
動（ソフトバレー大会）を通じて運動が楽しいと
思う児童が増えることでゲームやスマホからはな
れ健康的な生活がおくれるのではと思いました
   ゲームやスマホなどの使用時間、睡眠やメディ
アとの付き合い方はこれからもっと重要で必要に
なると思います。昨今のSNSでのトラブルに子
ども達が巻き込まれないよう、合わせて伝え続け
てほしいと思います。体育の授業での、やってみ
たいと思えることが意欲につながると思うので
やってみたいと思える場づくりはよいことだと思
いました。
   家庭での決め事はとても大切です。基本は早寝
早起き、朝ごはんだと思います。生活リズムを大
切に、心も育てていきたいです。児童だけではな
く、保護者にも説明をして理解してほしいです。
自信をもち、笑顔あふれる生活を、笑うと楽しく
なるので健康的に過ごせたらよいと思います。

   教職員の皆様方による「一日一回プチ学年会」が
実施されていることで、「報告・連絡・相談・確
認」が行われており、連携や協働していただいてい
ると思いました。ただ、反省点にあるように、日々
の多忙な業務などで児童へ目を向けていることで時
間が足りないという点について、一人の親として反
省しないといけないなと思いました。引き続き「子
供たちの成長した姿」へ目を向けて取り組んでいた
だけるようよろしくお願いいたします。
  児童数が少し減っているとはいえ、先生方の業務も
多忙の中報告・連絡・相談・確認を徹底しようと取
り組んでいることはすばらしいと思いました。多く
の行事がある時は子ども達も集中力がかけたりと先
生方も大変になるとは思います、「ただ業務をこな
すだけになってしまった」という先生が増えないこ
とを願っています。
  達成が１００％、すばらしいです。１日１回プチ学
年会、良いですね。続けていただきたいです。

A

　教職員アンケート「学年会で意識統一したことを徹底している」の項目におい
て、目標値を達成することができた。７月は、全教職員が肯定的回答（チェック
項目３／４以上）であった。今年度は、全教職員の取組が「ベクトルを揃えた学
校運営」に繋がるものになるように、意識統一したことを徹底させるために、
「一日一回プチ学年会」を開き、日々の業務や子供たちの様子について、細かい
ことも「報告・連絡・相談・確認」が行えるようにした。しかし、様々な取組の
中で、「報告が遅れた。」「ただ業務をこなすだけになってしまった。」などの
反省点もみられた。多くの行事を控えている２学期は、業務や取組の見通しをも
つだけでなく、その意味や目的も全教職員で共有し、様々な指導の中で「子供た
ちの成長した姿！」「子供たちの未来の姿！」を考えた「見通しのその先」を意
識して、全教職員でベクトルを揃えて取組を進められるようにしていきたい。
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令和7年度　学校評価表

学校教育目
標

自己評価 学校関係者評価評価計画

a 　ミッション

幸せに生きる力を育む高須小教育～自分らしく輝こう！～　校訓：自彊・至誠・夢～

小中連携の推進による自立性・協働性の育成 a 　ビジョン
　＝継承と創造＝
「多様性」と「柔軟性」を基盤とした持続可能な教育の推進

b 中期経営目標

○基礎的・基
本的な知識・
技能を獲得
し、見方・考
え方を働かせ
て考え、表現
できる児童の
育成

h
達
成
度

　全国学力・学習状況調査では、国語科・算数科・理科の３教科全て、全国平均
正答率を上回ることができた。特に、国語科と理科は全国平均正答率を大きく上
回る結果となった。国語科では、「条件に沿って書く問題」での正答率が高く、
前年度から、継続的に短作文や条件作文に取り組んだことが大きくかかわってい
ると考えられる。算数科でも、無回答率が低く、粘り強く考えて書くことができ
ていた。課題としては、「図形の定義や性質についての理解」「分数の計算を
『もとにする数』で考えること」等が挙げられる。
　見方・考え方を働かせて表現する授業の推進については、昨年度から取組を進
めている「アイテム」を活用した授業の成果として、国語科・算数科の単元末テ
スト及び学期末テストの結果で見取りを行った。特に、国語科「知識・技能」と
算数科「思考・判断・表現」の定着率が低いことが分かった。「知識・技能」
は、繰り返し学習することで定着率を上げることができるので、モジュールの時
間の内容を見直していきたい。また、本校で研究を進めている「アイテム」の基
になり、「思考・判断・表現」の土台となるものなので、確実に定着するように
していきたい。さらに、授業の中での操作活動を通して、基礎的・基本的な「知
識・技能」の定着率を高めたり、一人一人が考え方を表現する活動を通して、
「思考・判断・表現」の力を伸ばしたりしていきたい。
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e 評価指標

○基礎学力定着のた
めの授業改善

○見方・考え方を働
かせて表現する授業
の推進

○学習意欲を高める
モジュール授業の実
施

○標準学力調査（国語科・算数
科の正答率）

○国語科及び算数科の単元末及
び学期末テスト
（国語科「知技」「思判表」算
数科「知技」「思判表」）

j 結果と課題の説明
i

評
価

f
目
標
値

g
達成
値

g
達成
値

国語知技
89.7

国語思判
97.6

算数知技
97.0

算数思判
90.8

B

全国平均
以上

80％

全国学テ
国語＋7.2
算数＋２

理科＋7.9

国語知技
71.8%
国語思判
78.1%

算数知技
77.6%
算数思判
72.6%

幸
せ
に
生
き
る
力
の
育
成

　　　　　　　　　　　　【自己評価　評価】
　　　　　　　　　　　　　Ａ：１００≦（目標達成）　　　　　　Ｂ：８０≦（ほぼ達成）＜１００
　　　　　　　　　　　　　Ｃ：６０≦（もう少し）＜８０　　　　Ｄ：（できていない）＜６０

【外部評価】　イ：自己評価は適正である。ロ：自己評価は適正
でない。　ハ：わからない。

m 改善案l コメントc 短期経営目標

k 二次評価

d 目標達成のための方策

連
携
・
協
働
す
る

組
織
づ
く
り

様式1

自分らしく輝こう！


